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＜連絡事項＞

· 本日、介護員　鳴海　江梨子　（北病棟）スタッフが、ローテーションで通所へ来ている。

· 青陽館の手順・基準書の確認を下館ＳＧＭが行っており、青色で訂正箇所を入力しているので、各自確認をして修正すること。

· 栄養士チームから上半期嗜好調査の依頼が来ている。実施期間は6/18～6/22まで。

· 6/24(日)地域社会と音楽療法のお知らせが来ている。興味のある方はコメディカルG盛田まで連絡するように。

· 広報委員会から俳句の依頼。季語は「カタツムリｏｒデンデンムシ」。締め切りは6/22（金）まで。（担当：田中・中居・木村）

＜外来情報＞

· 田澤　勝敏様～手に発疹があり、6/11（月）に皮膚科受診されている。本人様より「良くなって来　

た」と話されている。「病名はわからないです。先生に聞いていないので、薬は黄色い塗り薬です」と話される。主治医より「おそらくテラポートでしょう」と本人様へ伝えている。

· 関　秀治様　～「あおめ」に6/18（月）から移動することに対して「入所が3人だから淋しい感　

じがするし、これからは一人で何でもやらないといけない。仕事は週3回だし」と不安を主治医に伝え、主治医より「今のままのペースで行うように」と本人様に伝えている。

· 横山　耕生様～頭がクラクラすると訴えが聞かれている。

· 伊藤　雄一様～青山荘からの情報提供で、本人様が「昨日一睡も出来なく、心臓がバクバクしてい　

る様子で、眠れなく朝まで読書され、普段から工事の音が気になる」と情報提供あり。普段の生活は19時～2時まで睡眠されているが、主治医より、なぜそんなに早くに就寝するかを尋ねると「ご飯を食べた後は何もすることがないから、寝た方が良いと思って」と話されている。屯服薬7日分処方されている。

＜利用者様情報＞

· 我満　奈津紀様～昨日ケース会議を行っている。

1 掃除に関して

・掃除の振り返りを行ってもらい、現在いる物、いらない物とを分けてそれから掃除していく。

2 夕食に関して

・娘が偏食で、作っても見た目が悪かったり、野菜を食べてくれないため自然と娘が好きなものばかりになってしまう。

3 将来の目標

・娘が成長して手がかからなくなったら、生保が切れない程度に仕事をしたい。

・デイケアでの目標はあるが、将来についての目標はない。

・自分をコントロールできるようにし、入院しないようにしたい。

4 その他

・服薬状況は忘れることなく服用している。

・体調が悪いと幻聴と現実が区別できなくなるが、現在幻聴は聞かれていない。

子供の食事に関してどう工夫したら良いかを子供がいる通所スタッフに相談してアドバイスをもらうように伝えている。

彼氏の事で体調が悪くなったら、通所スタッフに相談して愚痴を話して欲しいと伝えている。

· 伊藤　雄一様～他メンバー様より本人様が欠席することの連絡あり。確認するために青山荘に確　　　　　

認の電話をしている。理由を聞くと「眠っていないので欠席します」と話されている。

⇒デイケア欠席時は本人様から通所に連絡するよう指導していく。

· 繁名　和恵様～来所時は表情良く過ごされていたが、午前のプログラムはデイケアルームで布団の　　　

敷いて横になっている。バイタル測定実施。血圧115/82mmHg、脈92分／回、体温36.9℃。「生理になったから体調が悪い」と話され一度青山荘に戻り着替えを行ってきている。その後は表情良く過ごされている。

· 今野　容子様～午前のミーティング中に「顔が赤くてほてる」と話されたため、１0:30バイタル　

測定実施。血圧183/66mmHg、脈71分／回、体温35.4℃。頭痛はなく「朝測ったら血圧が上150代だったのにな」と話されている。安静するように促している。11:00再検したところバイタルが血圧161/71ｍｍHg、脈70分／回。休憩時間喫煙せず休まれている。昼食は全量摂取されている。

　　　　　　　　　⇒定期的にバイタル測定を行い関係機関に情報提供する。

· 番沢　政勝様～昨日、ベッドとタンスを購入している。あおめに行く事で不安があると話される為、　　　　

本人様へ焦らないで1つずつ物を揃えていくようにと伝えている。

· 清水　秋男様～昼にスタッフへ「面談を行いたい。最近、物忘れがひどくて、認知症かな。健忘症　

かな」と話される。

⇒担当スタッフが個人面談を行い最近の状態について確認する。

· 田名部浩平様～通所確認の為、ご自宅へ電話連絡すると「現在使われていません」とアナウンスが　　

あり、本人様定時より少し遅れて来所される。本人様に電話番号を確認するも「分からない」と話されている。

⇒来週の水曜日外来受診に母親も同伴する為、その時に電話番号を確認する。
＜ナイトケア事例検討＞　

○下妻　康貴様（34歳）　統合失調症　

· ナイトケア通所2年5ヶ月

· 出席率　95～98％

· 治療計画（再度検討）

週一度は面談の時間を設定し今後の具体的な方向性をイメージ化していく。

　　　　　　　　　　　　　　　　↓

　　　定期的に個人面談を行い、相談できる場の提供。

　　＜変更理由＞

現在、「職場に就職していても、自分は病気だと感じる」「買物に行っても自分から聞くことが出来ない」等、困っていること等を相談することは出来ている。相談時は、人中での会話は好まず、スタッフと本人のみの環境での面談を希望している。

○上川原　豊様（46歳）　統合失調症

· ナイトケア通所4年9ヶ月

· 出席率　80～90％

· 治療計画（再度検討）

職親制度利用中、挨拶が聞こえないことを指摘されたことがあり、ナイトケアでも挨拶不足なことが見受けられる。面談を通し、挨拶を含む社会のマナーについて確認を行い、ナイトケアの場を使って実践していく。

　　　　　　　　　　　　　　↓

面談を通して、生活状況の確認し、その中であがった問題点について助言していく。本人の生活に繁栄が認められたらその都度評価していく。

＜変更理由＞

　　　挨拶は出来てきている。現在、洗濯や入浴は定期的に行っていると本人様話されるが、体臭ある。本人様より洗濯の仕方、干し方について確認すると「部屋で干している」と話される。










